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第 l 章は序論であって 本研究の背景について概説するとともに，本研究に関連する従来の研究の概
要ならびに問題点を示し，著者が行った研究の目的と意義とを述べて，本論文がこの分野において占める
地位を明らかにしたものである。

























第 6 章は， 100 入力 100 出力端子のスター結合器について考察したものである。すなわち，光ファイ
パを用いたスター網状のローカルエリアネットワークを構成する際に必要となる多端子のスター結合器














数の多い 100 入力 100 出力端子のスター結合器を設計・製作し，所望の特性をもっ多端子スター結合器
を実現し得る乙とを示している。
以上のように，本論文は各種の光ファイパ通信系を構成する際に必要不可欠な光合分波器および結合
器について多くの新しい考案を行うとともに，詳細な理論的ならびに実験的考察を加え，それらの設計
法および製作法を確立して，実用可能な光合分波器および結合器を実現したものであって，光通信技術
の発展に寄与するところが多い。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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